
協会けんぽが実施している保健事業について
全国健康保険協会千葉支部

健康診断に関するお知らせ

全国健康保険協会（協会けんぽ）千葉支部では、加入者の皆様の健康づくりを

支援するため、さまざまな保健事業を実施しています。
そのうちの1つとして、35歳以上の被保険者を対象とした「生活習慣病予防健診」

を実施しています。こちらの健診はメタボリックシンドロームとともに、肺がん・
胃がん・大腸がんなどの5大がん検診の内容をカバーするものとなっております。
また、健診費用の自己負担額の軽減を図るため、令和5年度より上記の「生活習慣

病予防健診」を、最高5,282円で受診できるようになりました。
糖尿病などの生活習慣病は、早期には自覚症状がなく、進行しているという

ケースが少なくありません。
従業員の健康と事業所の将来を守るためにも、毎年の健診受診はとても重要

です。従業員の皆さまに、健診受診の積極的なお声がけをお願いいたします。

※野田市内の生活習慣病予防健診実施機関（令和5年10月1日現在）
・小張総合病院（野田市横内29-1）
・野田病院（野田市中里1554-1）

１、特定健診実施率の向上
・被保険者（本人）の健診実施率：64.2％以上
・被扶養者（家族）の健診実施率：36.4％以上

２、特定保健指導実施率の向上
・被保険者（本人）に対する特定保健指導の実施率：35.6％以上
・被扶養者（家族）に対する特定保健指導の実施率：16.2％以上

３、事業主と共同したコラボヘルスの推進
・健康宣言事業所数を1,130事業所以上とする

令和５年度の主な目標（抜粋）
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